
見
沼
代
用
水
が
で
き
て
、

 

　　 

も
う
す
ぐ
三
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す

見沼代用水（閏戸　五庵
あん

橋付近）

井澤弥惣兵衛為永の銅像（さいたま市緑区）

▲申込み専用フォーム

し
抜
本
的
な
改
善
策
を
考
え
ま
し
た
。

享
保
13
年
（
1
7
2
8
年
）
、
井
澤

弥
惣
兵
衛
為
永
は
当
時
利
用
し
て
い

た
見
沼
溜
井
を
廃
止
、
干
拓
し
、
代

わ
り
の
水
源
を
確
保
す
る
た
め
、
約

60
㎞
離
れ
た
利
根
川
か
ら
引
水
す
る

見
沼
代
用
水
（
見
沼
に
„
代
わ
る
〝
用

水
）
を
完
成
さ
せ
、
現
在
の
姿
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
も
利
根
大
堰ぜ

き

で
取

水
し
、
行
田
市
・
蓮
田
市
・
さ
い
た

ま
市
・
川
口
市
な
ど
、
県
内
15
市
2

町
を
流
れ
る
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

農
業
用
水
で
、
日
本
三
大
農
業
用
水

の
一
つ
で
す
。

　

令
和
元
年
に
は
歴
史
的
・
技
術
的

な
価
値
が
認
め
ら
れ
、
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

は
す
だ
観
光
協
会
設
立
30
周

年
企
画
　
見
沼
代
用
水
歴
史

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　

9
月
30
日
㈯
午
後
1
時
、

開
場
正
午

場
所　
ハ
ス
ト
ピ
ア
（
総
合
文
化

会
館
）

内
容　
第
1
部
：
貴
重
な
映
像
の

上
映
「
見
沼
代
用
水

－

先
人
の

土
木
技
術

－

」
、
第
2
部
：
講

演
①
井
澤
佳
代
さ
ん
（
井
澤
弥

惣
兵
衛
為
永
の
本
家
ご
子
孫
・

井
澤
弥
惣
兵
衛
さ
ん
を
知
ろ
う

会
会
長
）
、
山
添
高
道
さ
ん

（
同
事
務
局
長
）
、
講
演
②
見

沼
代
用
水
土
地
改
良
区
職
員

定
員　
5
0
0
人

費
用　
無
料

申
込
み　
9
月
20
日
㈬
ま
で
に
、

参
加
す
る
全
員
の
氏
名
・
年

齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
9
・

30
歴
史
講
演
会
希
望
と
記
入
し
、

F
A
X
7
6
5

－

１ 

７ 

０ 

０
ま

た
は
申
込
み
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
合
せ　
は
す
だ
観
光
協
会
事
務

局
（
商
工
課
内
）
内
線
2
3
7

　

今
か
ら
約
3
0
0
年
前
の
江
戸
時

代
に
、
当
時
幕
府
の
役
人
で
あ
っ
た

井い

澤ざ
わ

弥や

惣そ

兵べ

衛え

為た
め

永な
が

が
、
わ
ず
か
6

か
月
と
い
う
短
期
間
で
見
沼
代
用
水

を
造
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

18
世
紀
初
頭
、
8
代
将
軍
の
徳
川

吉
宗
は
米
の
増
産
に
よ
っ
て
幕
府
の

財
源
を
再
建
す
る
た
め
、
新
田
開
発

を
奨
励
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
地

域
の
比
較
的
狭
い
地
形
を
有
効
に
利

用
し
た
「
溜た

め

井い

（
溜
池
と
同
じ
）
」

を
水
源
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

か
ん
が
い
面
積
は
す
で
に
限
界
に
達

し
て
い
ま
し
た
。
吉
宗
に
招
聘へ

い

さ
れ

た
「
紀
州
流
」
の
優
れ
た
土
木
技
術

者
、
井
澤
弥
惣
兵
衛
為
永
は
よ
り
広

域
の
水
源
の
利
用
の
可
能
性
を
検
討

広報はすだ  令和 5 年 8 月号7


